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典
の
讃
書
と
民
俗
學
的
な
膿
験
か
ら
得
た
こ
の
古
代
史
研
究
方
法
は
蜜
に

　
　

る
所
で
は
な
い
が
、
こ
の
願
譚
に
よ
っ
て
も
全
編
を
貫
く
情
熟
と
誠
賞
は

優
れ
た
も
の
で
あ
っ
’
て
、
吾
人
は
氏
の
天
才
に
感
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
、
讃
む
者
の
心
を
打
つ
も
の
が
あ
る
。
今
北
京
留
昂
中
、
顧
握
剛
氏
と
親
沢

宜
な
る
か
な
此
の
古
史
辨
自
序
に
提
唱
し
た
研
究
方
法
は
の
ち
に
古
史
中

　
　

し
、
氏
の
學
術
の
最
も
好
き
理
解
者
で
あ
る
平
岡
君
の
手
に
成
る
流
麗
な

の
・
種
々
の
問
題
に
懸
用
さ
れ
、
近
年
の
「
戦
國
秦
漢
間
人
的
造
置
輿
辨

　

翻
譚
に
よ
っ
て
此
の
好
著
が
日
本
の
學
界
、
否
一
般
調
書
界
に
階
ら
れ
た

偏
」
「
碑
譲
傅
胆
起
于
墨
家
考
」
｛
夏
史
三
論
｝
の
如
き
名
論
文
を
輩
出
す
’
の
は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
石
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
小
川
茂
樹
〕

　

る
に
至
っ
た
。

　
　

顧
氏
は
自
己
の
古
代
史
研
究
の
プ
ラ
ｙ
と
し
て
「
ま
づ
古
代
の
史
賓
を

’
な
ん
と
か
明
白
に
し
。
そ
の
後
に
改
め
て
各
種
の
書
籍
の
時
代
と
地
域
を

　

考
究
し
、
そ
れ
が
明
か
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
う
ち
ら
で
、
其
の
時
其
の

　

地
の
傅
説
中
の
古
史
を
抽
出
し
、
膿
系
的
整
理
を
加
へ
、
さ
ら
に
考
古
學

　

を
研
究
し
て
賓
物
を
審
定
し
、
民
俗
學
を
研
究
し
て
傅
殴
中
り
古
史
の
意

　

味
を
認
識
し
よ
う
。
」
（
一
三
七
頁
）
と
し
た
が
、
そ
の
分
野
を
縮
少
し
て

　

ｒ
i
は
説
詰
の
見
地
か
ら
古
衷
の
構
成
原
理
を
解
俸
す
る
こ
と
、
二
は
古

　

今
の
紳
詰
と
傅
股
を
臍
系
的
に
叙
述
す
る
こ
と
」
（
二
二
八
頁
）
の
二
方
面

　

に
限
ら
う
と
し
た
と
述
べ
て
ゐ
る
。
誕
話
の
見
地
か
ら
古
史
の
構
成
原
因

　

を
解
憚
す
る
方
面
の
研
究
は
着
λ
と
七
て
官
現
ぎ
れ
た
が
、
二
の
古
今
の

　

紳
胞
と
傅
誕
と
を
膿
系
的
に
叙
述
す
る
こ
と
の
方
は
、
孟
姜
女
傅
説
以
後

　

殆
ん
ど
試
み
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
の
方
面
は
官
は
西
欧
の
紳
話
學
・
民
俗

　

學
・
宗
象
學
の
助
ふ
を
借
ら
ず
し
て
は
不
可
能
な
事
業
で
あ
っ
て
。
恐
ら

　

く
氏
の
學
術
の
限
界
外
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

　

古
史
辨
自
序
の
文
學
角
價
値
に
つ
い
て
は
門
外
漢
で
あ
る
御
者
の
闘
す
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Ｈ
十
｀
Ｓ
名
・

　

Ｓ
ａ
・

　

一
九
三
三
年
の
十
月
か
ら
翌
さ
二
五
年
の
始
め
に
か
片
て
、
へ
’
デ
ィ
ｙ

博
士
は
１
　
民
政
府
の
委
嘱
に
よ
っ
て
支
那
本
部
と
新
疆
省
と
の
間
を
つ
な

ぐ
自
動
車
道
路
建
設
の
た
め
の
調
査
旅
行
を
行
っ
た
。
そ
の
間
の
見
禰
を

這
べ
た
一
般
向
き
の
探
瞼
旅
行
記
が
「
大
馬
の
逃
走
」
、
「
絹
の
霊
」
。
「
さ

ま
よ
ふ
湖
」
の
三
部
作
と
な
っ
て
世
に
出
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
。
う
ち
の

第
三
が
こ
の
本
で
あ
る
。
第
一
の
も
の
と
第
一
一
の
も
の
と
は
早
く
に
書
か

れ
て
、
既
に
邦
譚
も
「
馬
仲
英
の
逃
亡
」
示
野
忍
挿
、
改
造
赴
版
）
。
［
赤

色
ル
ー
ト
踏
破
記
］
（
高
山
洋
吉
譚
、
育
生
計
版
）
と
題
さ
れ
て
出
て
ゐ
る

が
。
こ
の
第
三
の
英
譚
版
を
手
に
し
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
（
も
っ

と
も
ヽ
瑞
典
語
版
と
鶏
譚
版
と
は
一
九
三
七
年
に
出
て
ゐ
た
ら
し
い
が
、

見
る
機
會
が
な
か
っ
た
Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
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こ
の
探
政
欧
は
、
ス
’
ヱ
と
ア
ソ
・
支
那
附
國
人
の
眼
者
に
、
還
韓
手
、

料
理
人
、
従
者
な
ど
の
支
那
人
・
蒙
古
人
を
加
へ
て
總
勢
十
五
名
で
、
大

抵
は
一
九
一
一
七
－
三
三
年
の
例
の
「
西
北
科
學
考
査
團
」
Ｓ
ｉ
ｎ
ｏ
-
Ｓ
ｗ
ｅ
ｒ
ｔ
i
ｓ
ｈ
　

Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
t
ｉ
ｏ
ｎ
に
參
加
し
て
ゐ
た
人
達
で
あ
る
が
、
こ
の
放
行
は
、
そ
れ

と
は
別
箇
の
も
の
で
、
純
然
た
る
支
那
政
府
の
事
業
で
あ
っ
た
様
で
あ

る
。
一
行
が
新
羅
省
の
首
府
迪
北
に
入
っ
た
と
き
は
、
折
か
ら
の
内
乱
の

佩
最
中
で
、
一
行
は
馬
仲
英
の
叛
軍
と
省
政
府
軍
と
に
か
は
る
ぐ
監
禁

さ
れ
、
す
ん
で
の
こ
と
に
銃
殺
に
處
せ
ら
れ
さ
う
に
な
る
と
い
ふ
危
瞼
に

も
逍
ひ
、
ま
た
自
動
車
や
ガ
ソ
リ
ン
を
徴
駿
さ
れ
’
無
電
機
を
壌
さ
れ
。

そ
の
他
宣
に
様
々
の
障
害
に
あ
ひ
な
が
ら
調
査
が
っ
ゞ
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
三
部
作
の
う
ち
、
第
二
の
「
絹
の
道
」
は
こ
の
旅
行
金
謄
の
記
録
で

他
の
一
一
書
に
書
か
れ
た
部
分
だ
け
を
省
い
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
の
「
大

馬
の
逃
走
」
は
一
九
三
四
年
一
一
月
迪
化
到
着
か
ら
四
月
一
日
に
二
度
目
の

‥
監
禁
を
解
か
れ
て
Ｉ
ル
ラ
を
出
酸
す
る
ま
で
の
膿
胎
―
云
ひ
か
へ
れ
ば

　

こ
の
二
ヶ
月
の
間
に
最
高
頂
に
達
し
て
ゐ
た
内
気
の
見
聞
で
あ
る
。
第
三

　

の
こ
れ
に
は
ロ
。
フ
ー
ノ
ー
ル
地
方
の
調
査
ぶ
充
て
ら
れ
て
あ
る
。

コ
シ
ユ
ソ
の
湖
が
形
づ
く
ら
れ
た
・
前
世
紀
の
末
に
、
こ
の
河
道
と
湖
水

を
め
ぐ
っ
て
、
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
、
ｔ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ソ
の
ロ
プ
・

ノ
ー
ル
に
開
す
る
論
９
　
が
起
り
、
次
い
で
ロ
シ
ア
の
カ
ズ
ロ
ー
フ
は
一
八

九
三
－
四
年
の
探
瞼
に
於
て
東
に
流
れ
る
奮
河
床
を
我
見
し
、
ま
た
ヘ
デ

ィ
ｙ
も
一
九
〇
〇
年
に
そ
れ
を
踏
査
し
、
権
蘭
遺
跡
の
翌
見
と
な
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
西
北
科
學
團
の
遠
征
の
際
に
ト
ル
フ
ァ
ン
に
滞

在
中
、
こ
の
河
が
一
九
一
一
一
年
に
、
突
然
東
に
向
っ
て
、
そ
の
奮
河
道
を

流
れ
は
じ
め
た
と
の
報
を
聞
い
て
、
著
者
は
直
に
ノ
リ
ｙ
博
士
Ｅ
ｎ
ｋ

Ｎ
ｏ
r
i
n
を
恢
遣
し
て
調
査
せ
し
め
、
そ
の
結
果
は
、
逸
早
く
Ａ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ

ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｇ
ｏ
ｂ
ｉ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｅ
ｒ
t
の
附
録
に
載
せ
ら
れ
た
。
ま
た
一
九
三
〇
上
三
年

に
は
、
同
除
員
の
ヘ
ル
ネ
ル
N
i
l
ｓ
　
Ｈ
ｏ
ｒ
ｎ
ｅ
ｒ
及
び
陳
宗
器
爾
氏
が
派
遣

せ
ら
れ
て
、
新
し
く
出
来
た
ロ
プ
・
／
Ｉ
ル
を
調
査
測
圖
し
た
。
（
か
れ
ら

の
報
告
は
「
ヘ
デ
ィ
ン
七
十
歳
頌
壽
記
念
論
叢
」
に
も
見
え
る
）
。
こ
ん

な
わ
け
で
、
こ
の
地
方
の
調
査
は
。
博
士
自
身
に
と
っ
て
は
、
こ
の
旅
行

に
お
い
て
は
他
の
何
に
も
ま
し
て
開
心
を
持
っ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と

思
は
れ
る
・

　

二
千
年
の
昔
、
タ
リ
ム
河
は
ク
ル
タ
ー
タ
ダ
の
南
麓
を
但
東
に
流
れ
て
’

　

一
行
は
一
九
三
四
年
四
月
一
日
に
監
禁
を
解
か
れ
て
コ
ル
ラ
を
出
翌
し

蒲
昌
海
に
注
ぎ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
東
西
交
通
の
大
道
、
所
謂
「
絹
の
道
」

　
　

て
（
す
な
臆
ち
「
大
馬
の
逃
走
」
に
述
べ
ら
れ
た
事
件
の
後
に
引
き
っ
ゞ

が
通
じ
て
ゐ
て
、
湖
岸
に
は
棋
蘭
の
町
が
柴
え
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

　

い
て
）
、
コ
ソ
チ
エ
・
ダ
リ
ヤ
に
蜀
木
舟
を
浮
べ
て
、
河
を
下
り
、
ト
メ
ｙ

河
が
南
に
曲
っ
て
流
れ
る
様
に
な
っ
て
ロ
プ
湖
は
乾
燥
し
て
沙
漠
と
化
し

　

プ
よ
り
い
よ
い
よ
東
に
流
れ
る
新
河
道
に
入
り
、
途
中
古
代
の
絹
の
道
に

撲
蘭
は
醒
墟
と
な
り
、
而
し
て
南
に
流
れ
た
河
の
終
端
に
は
別
に
カ
ラ
゛
・

　
　

沿
ふ
遺
跡
な
ど
を
翌
見
し
な
が
ら
、
ロ
プ
ー
ノ
ー
ル
に
至
り
、
湖
の
北
牛
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部
（
前
年
の
調
査
の
際
に
は
踏
査
せ
ら
れ
な
か
っ
た
地
方
）
を
探
り
、
‐
ま

　

第
二
十
一
章
は
一
九
二
八
年
以
来
の
新
河
道
調
査
の
経
過
と
、
こ
の
「
・

た
陳
氏
一
人
は
撲
蘭
に
ま
で
行
っ
て
、
六
月
始
め
に
コ
ル
ラ
に
蹄
っ
だ
。

　

プ
ー
ノ
ー
ル
問
題
」
の
結
論
と
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
こ
＞
(
の
挿
畳
に
は
、

こ
の
間
別
働
瞳
は
方
々
に
分
れ
て
そ
れ
ぐ
の
調
査
を
行
づ
た
。
（
本
書

　
　

一
入
九
九
－
一
九
〇
〇
年
営
時
の
ス
ヶ
ツ
チ
が
十
敷
枚
見
ら
れ
る
な
ど
、

一
―
十
三
章
。
）
こ
れ
に
っ
ゞ
く
十
三
、
四
章
に
は
、
謐
員
ベ
ル
グ
マ
ｙ

　
　

こ
の
二
章
は
本
書
の
う
ち
で
最
も
興
味
深
い
部
分
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に

ｆ
ｏ
ｒ
ｋ
ｅ
　
Ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｍ
ａ
ｎ
の
考
古
學
的
翌
細
と
、
ヘ
ル
ネ
ル
・
陳
爾
氏
の
前
年
｀

　

つ
い
て
の
正
式
の
報
告
書
は
ま
だ
出
て
ゐ
な
い
様
で
あ
る
が
、
。
い
づ
れ
遠

の
探
瞼
の
際
の
地
圖
作
製
の
概
略
が
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。
（
後
者
は
西
北
科

　

か
ら
ず
世
に
出
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

學
考
査
團
の
略
報
「
ゴ
ピ
の
謎
」
が
書
か
れ
た
と
き
に
は
未
だ
完
了
し
て

　
　

三
部
作
の
第
一
と
第
二
と
は
、
餓
９
　
、
監
禁
、
そ
の
ほ
か
さ
ま
ぐ
の

ゐ
な
く
て
こ
れ
に
は
逍
べ
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
も
の
、
前
者
は
末
誌
第
一

　
　

思
ひ
設
け
ぬ
椿
事
が
、
次
か
ら
次
へ
と
勃
酸
し
て
、
す
ば
ら
し
い
胃
瞼
腹

巻
六
読
に
私
が
紹
介
し
た
所
の
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
べ
氏
の
報
告
は
探
瞼

　
　

み
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
ん
ど
の
も
り
は
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
腹
み
も
’

除
報
告
第
七
冊
と
し
て
既
に
ス
ト
ツ
’
ク
ホ
ル
ム
か
ら
出
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と

　
　

の
と
し
て
は
興
味
の
少
い
こ
と
は
已
む
を
得
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
軍
調

を
本
書
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
濁
木
舟
旅
行
の
間
に
も
古
墳
を
翌
掘
す
る
な
ど
、
や
は
り
い
ろ
く
の

　

’
ル
ラ
に
昂
っ
て
か
ら
の
事
件
は
「
絹
の
道
」
、
に
詳
し
く
書
か
れ
て
も

　

事
件
が
起
っ
て
さ
ほ
ど
無
味
乾
燥
で
は
な
い
。

　
　
　
　

〔
藤
枝
晃
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

る
が
、
ど
う
に
か
同
年
十
月
に
一
行
は
迪
化
を
立
去
る
こ
と
が
出
来
る
や

う
に
な
っ
て
の
鱒
途
に
敦
煌
纒
由
の
自
動
車
旅
行
が
可
能
で
あ
る
か
否
か

　
　
　
　

ｓ
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ｅ
　
Ｉ
ｃ
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Ａ
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ｉ
ａ

を
探
る
た
め
に
、
十
一
月
二
日
安
西
よ
り
東
に
引
返
し
て
再
ヅ
新
疆
に
人
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の
少
し
手
前
か
ら
引
返
し
約
一
ヶ
月
牛
の
後
に
安
西
に
鱒
り
着
い
た
・
＾
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五
―
十
九
章
）
す
な
は
ち
「
絹
の
泣
」
の
第
寸
七
章
（
英
譚
版
で
は
十
八

　
　

本
書
は
北
米
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ヤ
自
然
科
學
研
究
所
の
地
質
、
古
生
物

章
）
に
綾
き
、
十
九
章
（
英
譚
版
一
一
十
章
）
に
っ
な
が
る
コ
ー
ス
で
あ
る
・

　

學
部
撥
営
の
ヘ
ル
ミ
ュ
ー
・
ド
ー
テ
ラ
氏
が
統
裁
し
て
一
九
三
五
年
に
行
う

　

第
一
一
十
章
に
は
、
古
来
よ
り
の
ロ
プ
ー
ノ
ー
ル
に
開
す
る
知
識
の
愛
遷

　
　

た
印
度
ヒ
フ
フ
ヤ
山
脈
の
氷
河
時
代
並
び
に
印
度
の
萎
石
器
時
代
遺
跡
探

特
に
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
以
来
の
論
９
　
の
概
略
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
の

　
　

瞼
調
査
の
結
果
を
錐
し
た
報
告
書
で
あ
る
。
此
の
調
査
の
慄
報
は
１
　
に
テ

-－６


